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はじめに
　看護学教育の中で，教員，医師，薬剤師といった他
の職業人養成教育との最大の相違点をあげるとすれ
ば，看護学実習の存在がある1）．現在，看護基礎教育
課程における臨地実習は，講義，演習と並ぶ授業の一
形態として位置づけられている2）．しかし，看護学教
員対学生との関係で行われる学内の講義や演習とは異
なり，臨地実習は，指導者やクライエント，その家
族，他の医療従事者との複雑な関係の中で，学生は大
きなストレスを体験することが報告されている3）．学
生への実習指導は，看護学教員だけで展開できる訳で
はなく，実習指導者と連携・協働していく必要があ
る．しかし，専任の実習指導者の割合は，看護専門学
校では6.4％，短期大学では21.4％，大学では27.1％と
低く，実習施設の職員が実習指導者を兼任している
割合は，専門学校が72.5％，短期大学59.5％，大学が
42.9％という現状がある4）．そのため実習指導者は，
日常業務との兼任や様変わりする学生像への戸惑い，
自信のなさや不安感・負担感を感じるなど，様々な問
題点が報告されている5）．また，看護学教員は，看護
学生が既習の理論や知識・技術を用い看護実践し実習
目標を達成できるように実習指導者と協働し支援する
とともに，ストレスが最小限となるような実習環境の
調整を行う役割もある．しかし，看護学実習に携わる
教員がその教授活動において，多くの課題を持ってい
ると感じながら日々の実習指導を展開している6）とい
う報告もある．臨地実習を円滑に展開するために，人
的・物理的環境の調整は重要である．特に，実習指導
者と看護学教員との意見の不一致や指導内容の相違が
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要　約
　本研究の目的は，臨地実習における看護学教員と実習指導者に関する論文を分析し，研究動向と課題を明らかに
することである．医学中央雑誌 Web. 版を用いて「臨地実習」「看護学教員」「実習指導者」をキーワードとした原
著論文の検索を行った．文献レビューシート一覧を作成し，研究の種類・デザイン，研究方法，研究内容等の分
析を行った．その結果，対象文献は54件であり，研究の種類は量的研究が50.0％と半数を占め，研究デザインは因
子探索研究が最も多く47.5％であった．研究対象者は，実習指導者が最も多く41.9％，研究者の所属は看護大学が
35.2％であった．対象文献を内容分析の手法を用いて分類した結果，【看護学教員と実習指導者の連携・協働に関
する研究】【臨地実習指導におけるやりがいや困難感に関する研究】【効果的な臨地実習指導の検討に関する研究】
【臨地実習の評価に関する研究】【実習指導者の資質向上に関する研究】の5つのカテゴリーで構成された．今後の
研究課題として，1．看護学教員と実習指導者のそれぞれが認識している役割についての研究，2．看護学教員と実
習指導者の異なる役割や専門性・視点の明確化，3．看護学教員と実習指導者の連携・協働のあり方，4．指導力や
教授活動への自己効力感を高めるための要因，5．学生からの臨地実習評価の蓄積と分析，6．実習指導者講習会の
効果の分析，の6つを得た．
Key Word　臨地実習・看護学教員・実習指導者・文献検討・研究動向と課題
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結　果
1．対象文献の概要（表1）
　⑴　文献数と年次推移（図1）
　2000年から2012年までに発表された対象論文は54件
であった．年代別研究件数は2000年まで報告がなく，
以後2002年が0件の他，2012年までの13年間で2件から
8件で推移している．
　⑵　研究の種類とデザイン（図1）
　研究の種類は，量的研究は27件（50.0％）と半数
を占め，質的研究は19件（35.2％），質量併用8件
（14.8％）であった．研究デザインは，因子探索研究
は29件（47.5％），関係探索研究は22件（36.1％），関
連検証研究は10件（14.8％）であった．因果仮説検証
研究は0件であった．
　⑶　研究方法（重複集計）
　データ収集方法は，自作の質問紙が最も多く，38
件（64.4％）で，次いで面接法10件（16.9％）であっ
た．既存の尺度を用いた質問紙法が4件（6.8％），観
察法が1件（1.7％），その他が6件（10.2％）であっ
た．分析方法は，内容分析が最も多く24件（39.3％）
であった．次いで，量的研究では，記述統計が19件
（31.1％），推測統計が13件（21.3％）であった．
　⑷　研究対象者（重複集計）
　研究対象者は，実習指導者が31件（41.9％）と最
も多く，次いで看護学教員16件（21.6％），学生14件
（18.9％），実習指導者講習生が7件（9.5％）であった．
　⑸　研究者の所属
　研究者の所属は，看護大学が最も多く19件
（35.2％）であった．次いで，看護専門学校が17件
（31.5％），看護学教員養成機関9件（16.7％），看護短
期大学が4件（7.4％），その他5件（9.3％）であった．
2．研究内容の質的帰納的分析の結果（表2）
　54件の対象文献について，内容分析の手法を用い
て分類した結果，5カテゴリー，18サブカテゴリーに
分類された．以下，カテゴリー毎に結果を述べる．
なお，文中では，カテゴリーを【　　】，サブカテゴ
リーを≪　　≫で示す．
　⑴　【看護学教員と実習指導者との連携・協働に関
する研究】
　このカテゴリーは，≪看護学教員と実習指導者が連
携・協働するための要因≫≪看護学教員と実習指導者
が互いに期待する役割≫≪実習指導者会議の効果と今
後の課題≫≪看護学教員と実習指導者が連携・協働す
るための課題≫≪看護学教員と実習指導者が連携す
生じた場合，学生への混乱や不安を生じることとな
る．そこで，臨地実習における看護学教員と実習指導
者に関する論文を分析し，研究の動向と今後の研究課
題を明らかにすることが必要であると考えた．
研究目的
　臨地実習における看護学教員と実習指導者に関する
論文を分析し，その動向と今後の研究課題を検討する
ことを目的とした．
研究方法
1．対象文献
　医学中央雑誌 Web. 版 Ver.5を用いて，2000年から
2012年までに国内で発表された文献を検索した．「臨
床実習 /TH or 臨地実習 /AL」AND「看護学教員 /TH 
or 看護教員 /AL」AND「実習指導者 /AL」，「PT= 原著
論文　SB= 看護」をキーワードに検索し72件の文献を
得た．得られた72件の原著論文から，事業報告や講義
に関する内容，文献検討論文を除き50件を分析の対象
とした．さらに検索した文献中の引用文献で関連する
4件を加え，計54件を分析対象とした．
2．分析方法
 ⑴　データ化
　文献レビューシート一覧を作成し分析を行った．対
象とした文献を，掲載年次順に，著者名，論文名，掲
載誌，研究目的，研究対象，研究の種類・デザイン，
分析方法，結果，研究の課題，キーワードを項目とし
て挙げた．次いで，年次別，研究種類別，研究デザイ
ン別，データ収集別，分析方法別，研究対象者別，研
究者所属学校種別に分類し，対象論文をデータ化し
た．
　⑵　データ分析
　データ分析は，内容分析の手法を用い分類した．各
論文を精読し，その研究内容を忠実に要約し1論文1
コードとした．次いで，意味内容の類似性に基づきサ
ブカテゴリー化・カテゴリー化し抽象度を高めた．
　⑶　分析の信頼性の確保
　分析の信頼性は，共同研究者間で検討を重ね，その
確保に努めた．また，教育学研究者によるスーパーバ
イズを受け，論文内容との照合を行いながらその信頼
性を高めた．
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表1　分析項目別にみた記述統計年次推移
図1　文献数と研究の種類の年次推移
ｎ＝54
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表2　看護学教員と実習指導者に関する研究のカテゴリー分類
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についても調査する質的研究が必要であると思われ
る．
　⑵　研究対象者と研究者の所属
　研究対象者別では，実習指導者が41.9％と最も多
く，次いで看護学教員21.6％であった．本研究では，
【看護学教員と実習指導者の連携・協働に関する研究】
が54件中15件と最も多かったが，看護学教員と実習指
導者の両方を研究対象としている論文は，15件中わず
か3件であった．臨地実習指導は，看護学教員と実習
指導者がお互いの役割と専門性を理解しながら連携・
協働していくことで学生の効果的な実習に繋がってい
く．円滑な臨地実習を展開するための連携・協働の具
体的方法や環境調整の方法について，両者の立場から
みた研究が必要であると思われる．さらに，学生を対
象とした文献は18.9％と少ない．効果的な実習展開の
ためには，学生の立場からの臨地実習評価の結果を蓄
積し，分析する必要もある．研究者の所属では，2000
年から2006年までの7年では看護専門学校が10件，看
護大学が6件であったが，2007年から2012までの6年
では看護専門学校が7件，看護大学が13件となってい
る．「看護師等の人材確保の促進に関する法律」が出
された1992年以来，看護系大学数は右肩上がりとな
り，平成22年のデータでは193校となっている7）．看
護系大学数の増加と共に，論文の著者も大学所属者が
増加していく傾向がある．臨地実習現場の立場からみ
ると，2年課程，3年課程，短大，大学など様々な教育
課程の学生を受け入れる体制が求められている．今
後，臨地の指導体制や人的配置，指導者の困難感に焦
点を当てた研究も必要となる．
2．研究内容
　⑴　【看護学教員と実習指導者との連携・協働に関
する研究】
　≪看護学教員と実習指導者が連携するための具体的
方法≫については，実習指導者は，その勤務の特性上
日々交代しながら学生の指導を担う現状があるため，
継続的な環境調整や学生の学習進度の把握が困難な状
況の中，学生への指導方針を共有するための情報伝達
シート［37］や受け持ち患者への同意・説明を円滑に行
うためのツール［16］など，環境調整や学生の継続的な
成長支援を目的とした情報共有のシステム化を図る取
り組みが行われている．
　≪看護学教員と実習指導者が連携・協働するための
課題≫は，指導体制の確保，自己研鑽の姿勢，教員
との情報共有が挙げられている［31］［14］．また，指導者
るための具体的方法≫の5つのサブカテゴリー・15の
コード（27.8％）で構成された．
　⑵　【効果的な臨地実習指導の検討に関する研究】
　このカテゴリーは，≪看護学教員と実習指導者の関
わりが学生に及ぼす影響≫≪臨地実習を効果的に行う
ための方法と効果≫≪学生の成長を促す臨地実習の
理論的枠組の具体化≫の3つのサブカテゴリー・13の
コード（24.1％）で構成された．
　⑶　【臨地実習指導におけるやりがいや困難感に関
する研究】
　このカテゴリーは，≪実習指導者が感じる指導上の
困難感≫≪新人看護学教員が感じる指導上の困難感≫
≪実習に対する教師効力≫≪臨地実習で生じやすい学
生の困難な状況≫の4つのサブカテゴリー・11のコー
ド（20.3％）で構成された．
　⑷　【臨地実習の評価に関する研究】
　このカテゴリーは，≪臨地実習に対する授業評価≫
≪看護学教員と実習指導者間との技術到達度評価の違
い≫≪看護学教員と実習指導者との視点の違い≫の3
つのサブカテゴリー・8つのコード（14.8％）で構成
された．
　⑸　【実習指導者の資質向上に関する研究】
　このカテゴリーは，≪研修前後の実習指導者の臨地
実習指導に関する認識の変化≫≪臨地指導者講習会・
研修会の成果≫≪実習指導者のサポート≫の3つのサ
ブカテゴリー・7つのコード（13.0％）で構成された．
考　察
1．臨地実習における看護学教員と実習指導者に関す
る対象論文の概観
　⑴　研究方法と種類
　2000年から2012年に掲載された臨地実習における看
護学教員と実習指導者に関する研究の種類は，量的研
究が50.0％と半数を占め，デザインは因子探索研究が
47.5％と最も多かった．データ収集の方法は，自作質
問紙が最も多く64.4％，面接法は16.9％であった．分
析方法では，内容分析が39.3％と最も多く，質問紙法
による自由記述からの分析が大部分を占めている．実
習指導者と看護学教員の両方が，学びの多い有意義な
臨地実習の場を提供したいと考えている．しかし，認
識のずれ等により双方の関係性が円滑にいかないこと
もある．半構成的面接法などを用い，看護学教員，実
習指導者がどのような思いで臨地実習指導を行ってい
るのか，両者の立場からそれぞれが認識している役割
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密にできる機会を求め［53］，看護学教員が病棟に長く
滞在し頻回な連携が行えることを望んでいる［48］．ま
た，実習指導者は，学生との関わりの自信のなさ，過
密な業務による時間確保の困難さを抱える現状がある
［36］．実習指導者，看護学教員が共にリフレクション
を行う過程を通し，指導への効力感を得，お互いの理
解と関係性を深める機会となりうる取り組みが報告さ
れている［52］．
　以上より，【看護学教員と実習指導者との連携・協
働に関する研究】には，実習指導における実際の課題
について明らかにした文献や，看護学教員と実習指導
者がお互いに求める役割や指導の向上をめざす工夫な
ど，課題の解決に向けた検討に関する文献が多く見ら
れる．また，指導者会議や情報共有のシステム化な
ど，臨床と教育現場との組織的連携についての文献も
見られる．実習現場では，学生は感情を揺さぶられる
様々な体験を行っている．これらの感情を振り返りな
がら学習を深め，学生の情緒的な支援を行うことが必
要であり，そのためには看護学教員と実習指導者同士
のより密接な連携が必要になる．しかし，教員と指導
者の連携そのものに焦点を当てた文献は少なく，実習
指導者と教員の個人間の協働の重要性は述べられてい
るものの，そこに視点を当てた文献はさらに数少ない．
　⑵　【効果的な臨地実習指導の検討に関する研究】
　≪看護学教員と実習指導者の関わりが学生に及ぼす
影響≫について，具体的には実習指導者からの実習記
録へのコメント内容を分析し，学習の妨げになる要因
を挙げている［5］．学生のケアリング体験から，実習
指導者や教員対学生の良好な人間関係が，実習中の学
生と患者との人間関係にも大きく影響を与えることを
挙げている［35］．
　≪臨地実習を効果的に行うための方法と効果≫で
は，実習中のカンファレンスについて検討している［1］［32］．
看護経験も少なく，知識・技術の未成熟な学生にとっ
て発展的に議論を展開することが困難である［1］．し
たがって，看護学教員や実習指導者からの適切な助言
が必要である．しかし，看護学教員と実習指導者が自
らの能力や教授活動に自信が持てず，役割を果たせ
ていないと感じている現状がある［32］．また，臨地実
習指導の課題意識を検討し，それぞれの領域の特徴が
加わることにより，効果的な臨地実習指導につながる
［8］と述べている．
　≪学生の成長を促す臨地実習の理論的枠組みの具体
化≫では，学生の行為が看護になるように学生，実習
指導者，患者の位置を構造化し，学生の成長を促す臨
は，指導への効力感が得られにくい現状から，自己の
指導への評価を求めている［14］．
　≪実習指導者会議の効果と今後の課題≫では，一貫
性のある指導を行うために重要な機会となる実習指導
者会議の効果について検討がされている．指導者会議
は学生理解や実習目標の理解に役立ち，直接的な情報
共有の場として有用であると認識し［40］，会議の中で
事例検討を行うなど，指導内容の質向上のための工夫
がされている［26］．一方で，指導者会議の内容のみで
は十分な理解が困難である現状から，会議の持ち方の
検討や実習中にも継続して調整を行うことが課題と
なっている［27］．
　≪看護学教員と実習指導者が互いに期待する役割≫
では，実習現場において教員と指導者の役割分担を明
確にすることは困難を要し，お互いに負担感や困難感
を抱えながら指導を行っている現状がある．それぞれ
お互いに求める役割を明らかにし，役割分担の検討を
試みている．実習指導者が求める教員の役割として，
現場に滞在して指導者とコミュニケーションをとり，
指導のサポートや調整を十分に行うことがあげられ
る．明確な役割分担，学習や精神面のサポート，調整
の他に，マナー教育についても求められている［15］．
教員が求める実習指導者の役割として，学習成果を高
めるために実習指導者が指導準備に取り組む事や，実
習施設に所属する立場を活かした役割が期待されてい
る．さらに時機に応じた実践の支援と，役割モデルと
なることを期待している［45］．学生は教員に対して，
看護に関する専門的な知識と豊かな人間性を基盤とし
て，個別性を踏まえた指導や情緒的な支援を求めてい
る．また，指導者に対して，高い実践能力を基盤と
し，意欲を引き出す指導とロールモデルとしての存在
を求めている［50］．
　≪看護学教員と実習指導者が連携・協働するための
要因≫には，指導方法の共通理解，学生のレディネス
等の情報の共有化，役割分担の明確化があり，実習前
から，終了後までにかけた調整が必要となる［48］．現
状として，実習の問題事項に関する協働は行えている
が，実習指導の充実に関する協働は十分ではない．協
働の質向上には，環境の整備，情報の共有に加え，
個人間の関係性の構築が重要である［46］．効果的な実
習のためには，学生と教員・指導者の3者の関係性が
円滑であることが望まれる［36］．看護教員と実習指導
者は，お互いに相談相手としてコミュニケーションを
とり，信頼関係を構築することの重要性が述べられて
いる［36］［48］．実習指導者は，現場で話し合いや連絡を
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られているが，具体的な連絡調整の方法や自信をもつ
ための方法を述べている文献は少ないため，今後の研
究課題とする必要がある．
　⑷　【臨地実習の評価に関する研究】
　≪臨地実習に対する授業評価≫は，既習の学習が実
習に結びつくため，かつ学生の理解を深める指導につ
なげるための評価を報告している．学生の実習目標達
成の促進要因は，グループでの学習の討議，グループ
メンバー・病棟・看護師の受け入れ体制，看護師長の
指導，教員の指導，また阻害因子は師長の指導，教員
の指導，病棟・看護部の受け入れ体制，学生の知識・
理解不足という要因がある［19］．臨地実習に於いて学
生の実習効果を向上させるためには，教員は実習指
導者との連携・調整に努力すること［25］と報告してい
る．グループダイナミクスの機能が充分に発揮できる
指導・支援を行い，授業と実習の差異を減らすよう学
習課題を明確にすることが課題となると述べている［19］．
　≪看護学教員と実習指導者間との技術到達度評価の
違い≫には，互いの役割の違いを理解した上で到達目
標を検討している文献［9］［18］や実習指導者と教員の技
術到達度評価の認識が異なることを明らかにした文献
［28］がある．教員と実習指導者の実習評価が常に一致
することが決して良いわけではなく，互いの違う視点
での評価を統合させることにより幅広く評価できると
述べている［28］．
　≪看護学教員と実習指導者との視点の違い≫では，
実習指導者は，看護実践は患者との相互作用であるこ
とを重視し，教員は問題思考を含めた看護実践への働
きかけを重視しているという特徴を述べている［30］．
臨地実習に於いて学生が遭遇する多様な現象を教材化
することが重要であると述べている［39］．
　以上より、【臨地実習の評価に関する研究】とし
て，実習効果を向上させるためには，教員は実習指導
者との連携・調整に努力することが示唆されている．
教員と指導者の技術評価の相違や，教材化に対する視
点の相違に着目した研究はあるがその数は少ない．今
後は，両者の違いを踏まえ学生の実習目標達成の向上
に繋がるような研究が必要である．
　⑸　【実習指導者の資質向上に関する研究】
　≪研修前後の実習指導者の臨地実習指導に関する認
識の変化≫については，実習指導者が指導者講習会を
受講することにより，指導に対する意識が変化したり
［17］［49］，教師効力が高まる［29］などの報告をしている．
　≪臨地指導者講習会・研修会の成果≫については，
ロールプレイの手法を取り入れた研修により学習効果
地実習指導の展開を視覚化した研究［10］もある．
　以上より，【効果的な臨地実習指導の検討に関する
研究】には，実習指導者・看護学教員の言動や態度な
どが学生の実習効果に及ぼす影響について抽出してい
る質的研究が多くみられる．実習場面において看護学
教員・実習指導者・患者等の関わりからの気づきをカ
ンファレンス等により言語化することで得られる学び
は大きい．上手くカンファレンスを展開できない学生
に対してそれをサポートする看護学教員・実習指導者
の役割は重要である．しかし，看護学教員と実習指導
者の指導力や教授活動への自信に関しては課題が挙が
り，今後の研究課題とする必要がある．
　⑶　【臨地実習指導におけるやりがいや困難感に関
する研究】
　≪実習指導者が感じる指導上の困難感≫は，自分自
身の力量に関することや学生の理解に関すること，教
員との連携に関すること［20］［22］［33］［38］，患者への看護
の保証に関すること［22］［33］，指導体制に関するこ
と［20］［22］［38］が挙げられている．指導者の力量不足や
学生の理解に関することについては，教員との連携や
研修会の受講の必要性が挙げられている［20］［22］［33］．
また，指導体制の整備については，専任体制のシステ
ム化によって指導者の困難感を軽減することが示唆さ
れている［38］．
　≪新人看護学教員が感じる指導上の困難感≫につい
ては，実習指導者や学校職員との連携調整の難しさが
挙げられ，学習保証の不安を感じている［51］．また，
新任看護教員は評価に戸惑っている現状がある［43］．
　≪実習に対する教師効力≫では，実習指導者の教師
効力を高めるには，実習環境を整えること［41］，学生
の変化をフィードバックすること，教員と指導者間で
密な情報交換をすること［23］が挙げられ，自分の指導
を評価し認めていくことが実習教育に対する教師効力
を高める可能性がある［11］と示唆している．≪臨地実
習で生じやすい学生の困難な状況≫では，患者暴力を
受けた学生に対する支援が十分でない現状［47］と母性
看護学実習で対象との人間関係における戸惑い［7］が
挙げられている．患者暴力に関することでは，安全管
理対策の一つに学校と施設の連携が挙げられている ［47］．
　以上より、【臨地実習指導におけるやりがいや困難
感に関する研究】には，実習指導者や新人看護学教員
が感じる指導上の困難感について明らかにした文献が
多くみられる．相互に学生の成長を確認しあうことに
焦点をあてた文献はみあたらない．実習指導者と新人
看護学教員には連絡調整の難しさや自信のなさが述べ
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が得られた［2］［3］ことを報告している．臨地指導者講
習会や研修会は，経験の浅い実習指導者の仲間づくり
の場としても意義深い場であると考えられる．
　≪実習指導者のサポート≫については，実習指導者
の抱く不安感や役割は個々に異なるため，状況に応じ
たサポート体制により役割負担を軽減する必要性を述
べている［13］．
　以上より，【実習指導者の資質向上に関する研究】
は，全体的に論文数が少ないことが明らかになった．
意識変化のための手段として実習指導者講習会に積極
的に参加し，仲間作りを行うことは重要である．しか
し，実習指導者の協働化・同僚化について述べている
研究はないため，今後の研究課題とする必要がある．
今後の研究課題
　54件の研究を概要した結果，以下の研究課題を得
た．
1．看護学教員と実習指導者のそれぞれが認識してい
る役割に対する調査する研究が必要である．
2．看護学教員と実習指導者はそれぞれ異なる役割や
専門性があることをより明確にする研究が必要であ
る．
3．効果的な臨地実習展開のために看護学教員と実習
指導者同士のより密接な連携が必要であるため，両
者の連携のあり方に焦点を当てた研究が必要であ
る．
4．看護学教員と実習指導者の教師効力を高め資質向
上を目指し，指導力や教授活動への自己効力感を高
めるための要因を明らかにする研究が必要である．
5．効果的な臨地実習展開のために，学生の臨地実習
評価を蓄積し，分析していく必要がある．
6．意識変化のための手段として実習指導者講習会や
研修会の積極的参加を促し，その効果の分析を継続
的に行っていく必要がある．
研究の限界
　本研究は，臨地実習における「看護学教員」と「実
習指導者」という個人対個人をキーワードに文献検索
を行った．しかし，より高いレベルの実践や教育を検
討するためには，学校と病院・施設のユニフィケー
ションに焦点を当てることも重要である．今後，学校
と病院・施設の組織間の連携・協働に関する論文の検
討も必要である．
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表3　分析の対象とした文献一覧
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Research trends and issues relating to nursing teachers and clinical instructors responsible 
for clinical practicums
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Abstract
　The aims of this research were to analyze published papers relating to nursing teachers and clinical instructors responsible 
for clinical practicums, and from the results clarify research trends and issues in this area. Original papers containing the 
keywords 'clinical practicum' (rinchijisshu), 'nursing teacher' (kangogakukyoin), and 'clinical instructor' (jisshushidosha) were 
identified in a literature search of Ichushi Web. A summary of the literature review was created and examined for aspects 
including research type, design, methods, and contents. In total 54 papers were reviewed. Among them, in terms of research 
type, 50% were based on quantitative research and, in terms of research design, 47.5% used factor analysis. The highest 
percentage of research, 41.9%, investigated clinical instructors, and 35.2% of the researchers belonged to colleges of nursing. 
Based on the content analysis results, the studies were classified into five categories: 【studies on cooperation between nursing 
teachers and clinical instructors】;【studies on the sense of reward and difficulties in clinical practicum guidance】;【 studies 
on effective guidance in clinical practicums】; 【studies on evaluation of clinical practicums】; 【and studies on improving 
the quality of clinical instructors】. Future topics for research were summarized in the following six areas: 1)  research on the 
roles perceived by nursing teachers and by clinical instructors; 2) clarification of different roles, expertise, and perspectives for 
nursing teachers and clinical instructors; 3) desirable ways for nursing teachers and clinical instructors to cooperate; 4) factors 
for improving self-efficacy in leadership and teaching activities; 5) accumulation and analysis of students' evaluation of clinical 
practicum sessions; and 6) analysis of the effectiveness of clinical instructors' seminars.
Key words: clinical practicum, nursing teacher, clinical instructor, literature review, research trends and issues
